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お客様第一主義
私たちは、常にお客様の満足度を意識し、信頼ある行動をします。

新しい価値の創造
お客様に真に評価されるシステム・サービスを幅広く提供します。

CSRの追求
法令を遵守し、公正で透明性の高い企業活動を行います。

企業理念

信頼と価値を創造する
IT総合サービス会社を目指します

経営ビジョン

1968年に総合商社兼松江商株式会社（現　兼松株式会社）の出資により
兼松電子サービス株式会社として設立して以来、 
時代の変化を先取りしビジネスモデルの進化を図ってまいりました。 
現在では、日本全国に構えた販売拠点や保守サービス網に加え、 
中国、ASEAN、インドに拠点を置き、グループ総合力をもって、 
ITソリューションとサービスを提供しています。

As Your Partner

社会課題の解決



As Your Partner

沿革

モバイル、IoT、ビッグデータ、
AI、ロボット工学の登場

Society5.0
超スマート社会

第4次
産業革命インターネットの普及PCの登場・普及メインフレームの登場

《 創成期 》 《 成長期 》 《 転換期 》

兼松株式会社の販売する電子機器の据付
調整・メンテナンス事業からスタート

仮想化技術を中心としたインフラ構築の
提案型ビジネスへシフト大手コンピューターメーカーの周辺機器の互換機を開発・販売

電子機器普及への一助 マルチベンダーとして多種多様なニーズへの対応全国的な販路拡大により情報化社会の発展への礎を築く社会課題の解決

外部環境
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1968
•  兼松江商株式会社（現兼松株式会社）の販売す
る電子機器類の据付、調整、メンテナンスを目的
として同社の100%出資により兼松電子サービ
ス株式会社を設立

1970
•  社名を兼松エレクトロニクス  
株式会社に変更

1983
•  コンピュータ・エンジニアリングセンター（現技術
センター）開設

1996
•  ケー・イー・エルテクニ 
カルサービス株式会社 
を設立

2010
• 日本オフィス・システム株式会社に出資
•  兼松電子（成都）有限公司 
を設立

2012
•  日本オフィス・システム株式会社の株式を追加取
得し、同社および同社の子会社である株式会社
i-NOSを子会社化

2014
•  タイに現地法人Kanematsu Electronics 

(Thailand) Ltd.を設立

2015
• 日本オフィス・システム株式会社を完全子会社化

2017
•  グローバルセキュリティエキスパート株式会社と
資本業務提携

2021
•  キーウェアソリューションズ株式会社と資本業務
提携

2022
•  株式会社テリロジーホールディングスと資本業務
提携

•  グローバルセキュリティエキスパート株式会社の
株式を追加取得し、持分法適用会社化

•  日本アクセス株式会社を完全子会社化

経常利益

2023
•  兼松株式会社による株式公開買付に伴い、
完全子会社化

•  東京証券取引所プライム市場上場廃止
•  株式会社ブロードバンドセキュリティと資本
業務提携

2024
•  日本サイバーセキュリティファンド1号投資
事業有限責任組合を設立
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事業内容

製造業

流通業

金融業

サービス業

文教・公共

医療

優良な顧客基盤

KELグループは、1968年の創設以来、常にお客様から顔の見える「エンドユーザー志向」でのお付き合いをさせていただき、今日に至っています。
お客様の情報システムに関わる課題やご要望、お困りごとに耳を傾け、お応えするために創意工夫を重ねることで、
時代やテクノロジーの進化に伴う変化の激しい IT業界において、取り扱い製品やサービス、事業領域、組織能力や企業形態を柔軟に変化させながら、事業を継続してまいりました。
今後、ますます不確実性が増していく時代において、より深く、より広く、新たな価値を創造し続け、お客様に寄り添う戦略的な ITパートナーとして選ばれる企業であるため、
さらなるグループ総合力を発揮し、お客様のビジネスの拡大と変革をご支援してまいります。

より深く、より広く、新たな価値を創造し続けるグループへ
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志向による
直接取引の追求

情報システムの設計・販売・ 
構築から保守・運用サポート
までの各種サービスを
ワンストップで提供

ワンストップ
サービス

顧客のニーズとIT業界の
激しい変化に対応する技術力

特定のメーカーに偏らない
マルチベンダー対応
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KELの強み

KELグループはメーカーにとらわれない幅広い IT製品の中から、常にお客様にとって最適な ITソリューションをご提案してきました。
現在、国内、中国・ASEAN・インドに拠点を置き、ITソリューションとサービスを提供しています。

数字で見るKELグループの強み（コアコンピタンス）

優良な顧客基盤
直にお客様の課題やご要望をお応えすべく「エンドユーザー志向」を追求。

• 直接取引

90％以上

• 顧客数

3,000社以上

技術力
優秀な技術者確保のため、全国に均一な技術サービスを提供する体制、職場環境改善に注力。

• 資格取得件数

1,500件以上

• エンジニア数

1,000名以上

https://www.kel.co.jp/
case/

https://www.kel.co.jp/
service/technical-support/

マルチベンダー対応
最上位のパートナーレベル認定を受けた主要ベンダーをはじめ幅広くアライアンスを締結。

•  取り扱いベンダーおよび 
システム構築パートナー

100社以上
高収益性かつ安定的な財務基盤
無借金経営を長く継続し、成長を支える強固な財務基盤の構築、資本効率の向上を意識。

• 自己資本比率 （2023年3月期）

73.6％

• ROE （2023年3月期）

14.4％

https://www.kel.co.jp/
service/product/

https://www.kel.co.jp/ir/
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グループネットワーク

KELグループを取り巻くネットワークを駆使し、お客様のビジネスの課題解決に必要なすべての ITサービスを最適な形にトータルコーディネートしてご提供します。

より深く、より広く、
新たな価値を創造し続ける

グループへ株式会社 i-NOS
エンジニア常駐型業務支援ならびに受託型システム
開発・構築の両面から、お客様のビジネスをサポート。

日本アクセス株式会社

システムインテグレーションやインフラ構築およびシス
テムサポートに伴う業務請負、システム受託開発など
幅広く事業を展開。

ケー・イー・エルテクニカルサービス株式会社

KELグループにおける技術サービスの中核を担い、IT
インフラのあらゆる悩みを解決する高い技術力と柔軟
性で最適なITインフラサービスをご提供。

日本オフィス・システム株式会社

中堅・中小企業に強いビジネス基盤を持ち、多様な選
択肢の中からお客様にとって最適な課題解決策とな
るITソリューションをご提供。

キーウェアソリューションズ株式会社
50年以上にわたり培った豊富な業種・業務ノウハウを基盤
に、多種多様なITスキルとさまざまなITソリューションを駆使
し、お客様のニーズに応える最適なソリューションをご提供。

株式会社テリロジーホールディングス
ネットワークセキュリティ関連製品およびソリューションや IP
ネットワーク関連製品など、最先端テクノロジーをご提供。

株式会社ピーエスシー
ビジネス基盤の構築から「勝ちパターン」の明確化まで多彩
なサービスとプロダクトの組み合わせで、IT戦略を多角的に
サポートする最適なソリューションをご提供。

株式会社ブロードバンドセキュリティ
セキュリティ監査／コンサルティング、脆弱性診断、情報漏
えい IT対策の３つを核とするITセキュリティに特化したサー
ビスをご提供。

グローバルセキュリティエキスパート株式会社
エンジニアや従業員向け教育、コンサルティング、脆弱性診
断、セキュリティソリューションなど、サイバー攻撃に対する自
衛力を高める手法を幅広くご提供。

KELグループ会社 資本業務提携・パートナーシップ
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デジタルトランスフォーメーション（DX）戦略

企業の事業運営は、デジタル化からデジタルトランスフォーメーション（DX）への変化を強く迫られています。
新たな ITリソースの活用だけでなく、安全かつ信頼性の高いセキュリティ対策も重要です。同時に、既存 ITシステムの効
率的な運用も求められています。
当社はオンプレミスからパブリッククラウドまでのハイブリッド環境を包括して提供するとともに、SASEモデルを活用した
セキュアなネットワークを実現します。
その上で、定型業務運用・保守運用・セキュリティ運用などを統合し、KEL Managed Service（KMS）として提供します。
当社はKMSをもって設計・構築から運用・保守までシームレスにお客様をサポートします。
さらには、課金体系もお客様のご要望に応じて、従量月額制からコストメリットを追求した複数年定額制など、柔軟にお
応えします。この様な統合サービスを日本のみならずグローバルで事業活動するお客様に向けて、日本とグローバル拠点
にて提供いたします。

最新テクノロジーを自ら実装し、お客様へ還元・循環
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お客様が本来取り組むべき
業務へシフトするための
ICT全般を提供する。

ビジネス戦略と社内情報
システム戦略を融合、
自ら検証を重ねる中で
得られた独自性ある知見を
還元・循環する。

企業間連携・アライアンスに
より新規事業領域を探索し、
パートナー各社とさらなる
付加価値を協創する。

絶え間ない環境の変化に
適応できる企業文化を
醸成するとともに、
全従業員のスキル／
マインドを変革する。

Transformation 
Cycle

変革の循環

DX基本方針と4つのテーマ

ITリソース導入～運用構築～セキュリティ実装

IT運用＆
防御運用
定型運用
保守運用
パッチ適用

KMSによる統合サービス

ITリソース
オンプレミス

パブリッククラウド
SaaS

セキュリティ
脆弱性の洗い出し
セキュリティ対策構成

模擬テスト

日本 グローバル
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KELグループのサステナビリティ 〈SDGsへの取り組み〉

医療 IT環境への仮想化技術、HCIソリューションの展開
　近年、病院などの医療機関においても、ICTを活用した業務効率化・最適化、診療の質の向上、
経営への貢献が求められております。一方、部門システムなどのサーバーの増加、運用管理の複
雑化に加え、セキュリティ要件の厳格化やBCP対策など、医療 IT環境における課題への対応が急
務になっています。
　こうした環境下、近年では薬事法の改正により、従来は一括購入が必要であったアプリケーショ
ンとインフラ機器の分離調達が可能になりました。これを受けて、KELでは強みとする仮想化技術
やハイパーコンバージドインフラストラクチャ（HCI）などのソリューションを提供しております。
　仮想化を用いた部門システムの統合とリソースの最適化や、HCIによる導入時のコスト削減、運
用管理の負荷の軽減、データの冗長化によるセキュリティ要件の確保、導入後も拡張の容易な IT
インフラの構築に取り組んでいます。
　各種医療機関を支える高度なICT環境を構築し、より質の高い医療の実現に寄与してまいります。

教育機関の ICT環境構築の実績／授業支援システム（LMS）のサポート
　KELは長年、大学を中心とした教育機関の ICT環境の設計・構築に注力しており、特定のメー
カーに偏らないマルチベンダー対応での学内PC教室の構築などで、多数の実績とノウハウを有し
ています。
　また、文教分野においては、オープンソースの授業支援システム（LMS）であるSakaiをサポート
しており、日本国内でのSakai普及に向けたサービスを展開しております。
　教職員と学生の双方が、時間や場所を選ばずに授業の補完ができるように、Sakaiとスマート
フォン／タブレットなどのマルチデバイス対応や、学生が任意のタイミングで受講するための動画
配信機能の実装にも取り組んでいます。さらには、学部や個人単位でのスモールスタートが可能な
クラウドサービスでの対応も行っています。
　昨今では、教員の長時間労働の是正など、教育現場での働き方改革も必要となっております。
　今後も、教育機関におけるICTの利活用を推進せしめることで、教育の質の向上に貢献してまいります。

KELグループは、企業理念である「CSRの追求」を実現するため、本業そのものであるITを活かして、
SDGs（持続可能な開発目標）の17の目標のうち、グループとして優先的に取り組む社会課題を設定しています。
ITは、これまでの時代も、社会課題の解決に貢献してきました。近年は、急速に技術革新が進み、
デジタルトランスフォーメーション（DX）が加速する中、その重要性や影響度は一層高まっていると認識しています。
こうした環境下、我々は社会に果たすべき責任を自覚し、お客様や社会が持続的に発展していくための
新たなソリューションの創造と提供に取り組み、企業価値の向上を図っています。

健康面に配慮した、病院・医療機関への技術の提供 ICTを活用した教育環境の設計・構築
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KELグループのサステナビリティ 〈人的資本経営〉

　わたしたちは、社員一人ひとりがやりがいをもってイキイキと仕事に取り組み、幸せに働くことのできる
環境づくりを通じて、Well-beingの実現を目指しています。
　根幹を支える社員が肉体的にも、精神的にも満たされ、働きがいを感じ、創業から受け継がれてきた
「お客様第一主義」を羅針盤に、お客様の喜びや幸せへの貢献を通して、社会的にも満たされる「幸せの
好循環」を生み出していきます。
　それにより、新たな価値を創造し続け、これからも50年、100年と持続的に成長することを宣言します。

　健康経営の推進に当たり、当社の健康経営戦略を可視化した戦略マップを策定しております。健康投資
として5つの柱の観点から健康施策を実施し、投資効果のモニタリング、進捗管理を行います。

　当社は、社員が働く場所や時間にとらわれず、柔軟かつ自律的に働きながら、最大限に
パフォーマンスを発揮するための環境整備の一環として、働き方改革を推進しています。
　多様な働き方を支える制度として時間単位で有給休暇を取得できる制度を導入している
ほか、在宅勤務や時差出勤を活用するなど、どこでも安全に、安心して働くことのできる環
境を整えています。
　また、職場環境の改善による生産性の向上や社員同士のつながりを一層促進させること
を目的として、Webミーティングに適したブースの拡充やオフィスリニューアルを通じた職
場環境の改善も行っております。

　当社は、中期経営計画の重点施策の一環として、2023年1月に東京本社オフィスをリ
ニューアルしました。
　このたびのオフィスリニューアルでは、若手社員を中心に構成されたプロジェクトを発
足し、「従業員が自身と会社のために前向きに働ける環境づくり」をテーマとして進めて
まいりました。その第一弾として、企業イメージを形づくる受付、応接室、セミナールーム
のフロアデザインを刷新し、会議室予約システムでの各応接室の効率的な管理や、大画
面モニター、Web会議用の備品の常設などストレスフリー環境の整備を図りました。ま
た、従来に比べてオープンスペースを拡張することで、従業員間のコミュニケーションの
活性化、リフレッシュにも寄与しています。
　また、リニューアルに合わせて、お客様に最新 ICTの考え方やテクノロジーを、デモを
通じて体感いただく重点戦略ツールである「KEL Briefing Center（KBC）」を同一フロ
アに設置し、より効果的に演出するファシリティ環境を構築しています。

TOPICS

健康経営宣言 多様な働き方と職場環境の整備

健康経営に関する取り組み

経済産業省と日本健康会議が共同で実施する「健康経営優良法人2024（大規
模法人）ホワイト500」に初認定されました。健康経営優良法人（大規模法人）と
しては2021年以降4年連続の認定取得となりました。

5つの柱 主な取り組み

健診前後のフォロー体制構築
•健康管理システムの導入による健康診断結果のデジタル化
•一次健診および二次健診の受診勧奨・フォローの徹底

メンタルヘルス対応の強化
•リラクゼーションイベントの開催、マッサージチェアの導入
•ストレスチェックの実施

女性の健康保持・増進
•女性の健康課題に関するセミナーの開催、情報提供
•休暇制度等の充実

健康経営に関する理解促進
•健康イベント・セミナーの開催
•エンゲージメントサーベイの実施

柔軟な働き方の整備 •オフィスリニューアルを通じた職場環境の整備

心

体

技

体

イキ
イキ
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グローバルネットワーク

お客様の海外展開を、顧客密着でグローバルに支援

グローバルサポート グローバル・ビジネス
マルチベンダーソリューションを
グローバルに提供します。

現地4拠点、戦略的パートナー数十社と
日系企業の海外進出をサポート

多言語でサポート（日・英・中・タイなど）

• IT環境がブラックボックス化
• 運用（資産管理、保守管理）

現地法人・拠点に向けたヒアリング・アセスメント・診
断から改善検討・実装まで、一貫した対応を行います。

• セキュリティ対策推進が定められていない
• 現地 IT担当のリソース、スキル不足

国際税務

貿易・決済スキーム

現地ベンダー発掘

グローバル生産管理・業務システム

オフィス・工場新設移転

グローバル IT資産管理・クラウドサービス

保守・運用サービス

ITインフラ設計・構築

グローバルセキュリティの問題・課題

•北中南米・欧州・アジア・ASEANをカバー
•顧客進出国でベンダーを発掘し現地サポート
•日本と各国をブリッジ営業でIT構築支援
•マルチベンダーソリューションを提供

欧州

北中南米

グローバルネットワークに対するセキュリティガバナンス

ベトナム
hpt

兼松電子（成都）有限公司

Kanematsu Electronics
 (Thailand) Ltd.

アジア
ASEAN

KEL
Global

Network

グローバル ITガバナンスの強化 事業継続性の担保 改善検討

現地調査

改善実施

調査準備

支援

作業ステップ
IT環境（ネットワーク、
セキュリティ）における
問題点の指摘をしてほしい

今後の運用を考えた
セキュリティ向上を図りたい

インシデント発生時の
対応を含めた運用は
外部に委託したい

事業拡大に伴い、海外展開をお考えのお客様向けに現地での ITインフラ整備において、機器調達・構築・保守を
各国のパートナーや、兼松株式会社のグローバルネットワークと連携し、海外展開をご支援します。
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組織図 （2024年4月1日現在）

株
主
総
会
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経
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表
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締
役

https://www.kel.co.jp/
company/profile.html

テクニカルサービス本部

営業部門 デジタル・サービス本部
インダストリアルサービス二部

熊本営業所

サイバーセキュリティマネジメントセンター

札幌支店

カスタマーサービス第一部

ITデリバリー部

人事総務部

インダストリー&モビリティ事業部

福岡支店

カスタマーサービス第二部

業務部

インダストリー＆セミコンダクタ部

人材開発・業務推進センター

オペレーションサービス部

大阪デジタル・サービス一部

名古屋デジタル・サービス部

フィナンシャル＆サービス一部

グローバルビジネス統括室

大阪デジタル・サービス二部

フィナンシャル＆サービス二部
広域インフラ＆パブリックサービス部

ビジネス戦略・アライアンス統括室

クラウド＆サービス部門

技術･サービス部門

本社機構

大阪支社

名古屋支店

クラウド＆サービス事業部

インフラストラクチャユニット

セキュリティ＆ネットワークユニット

経営企画室

インダストリアルサービス一部
営業事務統括室

仙台支店

法務コンプライアンス室

サービス推進部

ビジネス・プロジェクト推進部

経理部

DXユニット

プロジェクト推進部
ビジネス推進部

リージョンユニット
エンジニアイネーブルメントユニット

監査室

拠点総務課

10Kanematsu Electronics  Corporate Profile 2024



株式会社 i-NOS

大阪支社

日本アクセス株式会社

福岡支店

熊本営業所

名古屋支店

仙台支店

札幌支店

企業概要

•日本オフィス・システム株式会社
• ケー・イー・エルテクニカルサービス 
株式会社

•技術センター

兼松エレクトロニクス株式会社　東京本社

商号 兼松エレクトロニクス株式会社 
 KANEMATSU ELECTRONICS LTD.

本社 〒104-8338　東京都中央区京橋2-13-10　 
 京橋MIDビル

代表者 代表取締役社長　渡辺 亮（わたなべ あきら）

設立 1968年（昭和43年） 7月23日

資本金 90億3,125万円

従業員数 [単体 ]    445名　 
 [連結 ] 1,483名（2023年3月31日現在）

事業所  東京本社、技術センター、大阪支社、名古屋支店、 
仙台支店、札幌支店、福岡支店、熊本営業所

グループ会社 日本オフィス・システム株式会社 
 ケー・イー・エルテクニカルサービス株式会社 
 日本アクセス株式会社 
 株式会社 i-NOS 
 兼松電子（成都）有限公司 
 Kanematsu Electronics (Thailand) Ltd.

国内拠点

https://www.kel.co.jp/


